
 - 1 - 

     第三日   平成二十九年三月十六日              開  議  午前九時五十七分  

 

○議長（野呂日出男君）  

  皆さん、おはようございます。  

  ただいまの出席議員数は十四名であります。定足数に達しておりますので、ただいまから本日の会議を開きます。  

  日程第一、報告第一号専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件（平成二十八年度藤崎町一般会計補正予算

（第五回））を議題といたします。  

  これから質疑を行います。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。  

  これから討論を行います。（「なし」の声 あり）討論なしと認めます。  

  これから報告第一号を採決いたします。本 報告はこれを承認することにご異議ありませんか。  

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、報告 第一号は承認することに決定しました 。  

  日程第二、報告第二号専決処分した事項の報告の件（損害賠償額の決定について）を議題といたします。  

  これから質疑を行います。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。  

  以上で報告第二号を終わります。  

  日程第三、報告第三号専決処分した事項の報告の件 （損害賠償額の決定について） を議題といたします。  

  これから質疑を行います。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。  

  以上で報告第三号を終わります。  
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  日程第四、報告第四号専決処分した事項の報告の件（損害賠償額の決定について） を議題といたします。  

  これから質疑を行います。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。  

  以上で報告第四号を終わります。  

  日程第五、議案第一号藤崎町土地開発公社解散に伴う関係条例の整備に関する条例案を議題といたします。  

  これから質疑を行います。（「なし」の声あり） 質疑なしと認めます。  

  これから討論を行います。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。  

  これから議案第一号を採決いたします。議案第一号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、議案 第一号は原案のとおり可決されました。  

  日程第六、議案第二号藤崎町個人情報保護条例の一部を改正する条例案を議題といたします。  

  これから質疑を行います。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。  

  これから討論を行いま す。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。  

  これから議案第二号を採決いたします。議案第二号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、議案第二号は原案のとおり可決されました。  

  日程第七、議案第三号藤崎町税条例等の一部を改正する条例案を議題といたします。  

  これから質疑を行います。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。  
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  これから討論を行います。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。  

  これから議案第三号を採決いたします。議案第三号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、議案第三号は原案のとおり可決されました。  

  日程第八、議案第四号藤崎町介護保険条例の一部を改正する条例案を議題といたします。  

  これから質疑を行います。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。  

  これから討論を行います。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。  

  これから議案第四号を採決いたします。議案第四号は原案の とおり決することにご異議ありませんか。  

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、議案第四号は原案のとおり可決されました。  

  日程第九、議案第五号藤崎町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の

一部を改正する条例案を議題といたします。  

  これから質疑を行います。浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  議案は定員が十八名以下の小規模な通所介護に関する管理が県から町へ移行したことに伴う条例改正だという説

明 を 受 け て お る の で す け れ ど も 、 こ れ に 伴 っ て 小 規 模 の 通 所 介 護 に 関 す る 管 理 と い う の は 、 具 体 的 に 町 で は ど う

い う よ う な こ と を 町 と し て は 管 理 を し て い く と い う ふ う な こ と に な る ん で し ょ う か 。 そ の 点 に つ い て お 伺 い い た
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します。  

○議長（野呂日出男君）  

  福祉課長。  

○福祉課長（齋藤美津昭君）  

  お 答 え を 申 し 上 げ ま す 。 こ の 条 例 案 に つ き ま し て は 、 医 療 ・ 介 護 総 合 確 保 推 進 法 （ 平 成 二 十 六 年 法 律 第 八 十 三

号 ） に 基 づ き ま し て 介 護 保 険 が 改 正 さ れ ま し た 。 そ し て 、 そ の 介 護 保 険 を 運 営 す る に 当 た り ま し て 、 国 が 地 域 密

着 型 の 基 準 を 定 め て お り ま す 。 そ の 基 準 に 基 づ き ま し て 市 町 村 が 条 例 を 定 め て お り ま す こ と か ら 、 こ れ を 改 正 す

るものになったものであります。  

  内容といたしましては、これまでの地域密着型でありますので、グループホーム等の管理運営と同じようなこと

に な り ま す 。 内 容 と 言 わ れ れ ば 、 こ の 書 い て い る と お り だ と い う こ と で し か 申 し 上 げ よ う が な い の で あ り ま す の

で、ご理解いただきたいと思います。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  ほかに質疑はありませんか。（「なし」の声あり）これで質疑を終結いたします。  

  これから討論を行います。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。  

  これから議案第五号を採決いたします。議案第五号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、議案第五号は原案のとおり可決されました。  

  日程第十、議案第六号藤崎町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着
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型 介 護 予 防 サ ー ビ ス に 係 る 介 護 予 防 の た め の 効 果 的 な 支 援 の 方 法 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条

例案を議題といたします。  

  これから質疑を行います。（「なし」の声あり）質疑 なしと認めます。  

  これから討論を行います。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。  

  これから議案第六号を採決いたします。議案第六号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、議案第 六号は原案のとおり可決されました。  

  日程第十一、議案第七号藤崎町町営住宅条例の一部を改正する 条例案を議題といたします。  

  これから質疑を行います。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。  

  これから討論を行います。（ 「なし」の声あり）討論なしと認めます。  

  これから議案第七号を採決いたします。議案第七号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、議案第七号は原案のとおり可決されました。  

  日程第十二、議案第八号藤崎町報酬及び費用弁償並びにその支給条例の 一部を改正する条例案 を議題といたしま

す。  

  これから質疑を行います。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。  

  これから討論を行います。（「なし」の声あり）討論なし と認めます。  
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  これから議案第八号を採決いたします。議案第八号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、議案第 八号は原案のとおり可決されました。  

  日程第十三、議案第九号藤崎町証人等の費用弁償に 関する条例の一部を改正する条例案を議題といたします。  

  これから質疑を行います。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。  

  これから討論を行います。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。  

  これから議案第九号を採決いたします。議案第九号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、議案第 九号は原案のとおり可決されました。  

  日程第十四、議案第十号青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の減尐及び青森県市町村総合事務組

合規約の変更についてを議題といたします。  

  これから質疑を行います。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。  

  これから討論を行います。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。  

  これから議案第十号を採決いたします。議案第十号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、議案第十号は原案のとおり可決されました。  
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  日程第十五、議案第十一号町道路線の認定の件を議題といたします。  

  これから質疑を行います。（「なし」の声あり）質疑なしと 認めます。  

  これから討論を行います。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。  

  これから議案第十一号を採決いたします。議案第十一号は原案のとおり決するこ とにご異議ありませんか。  

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、議案第十一号は原案のとおり可決されました。  

  日程第十六、議案第十二号町道路線の変更の件を議題といたします。  

  これから質疑を行います。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。  

  これから討論を行います。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。  

  これから議案第十二号を採決いたします。議案第十二号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり 〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、議案第十二号は原案のとおり可決されました。  

  日程第十七、議案第十三号町道路線の廃止の件を議題といたします。  

  これから質疑を行います。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。  

  これから討論を行います。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。  

  これから議案第十三号を採決いたします。議案第十三号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  
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○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、議 案第十三号は原案のとおり可決されました。  

  日程第十八、議案第十四号平成二十八年度藤崎町一般会計補正予算（第六回）案を議題といたします。  

  これから質疑を行います。浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  ページ数でいきますと二十ページですけれども、文化センター管理運営費、その中で舞台機器操作業務委託料が

百 十 三 万 円 ほ ど 減 額 し て お る ん で す け れ ど も 、 こ の 減 額 の 理 由 は ど う い う 、 工 事 を し て 使 わ な い か ら と い う ふ う

に 単 純 に 考 え ら れ る ん で す け れ ど も 、 そ の 理 由 で す ね 。 前 は 四 百 五 十 三 万 円 ほ ど だ っ た と 、 四 百 五 十 万 円 ほ ど だ

っ た と 思 う ん で す け れ ど も 、 そ れ を 百 万 円 ほ ど 減 額 す る 体 制 に な っ た の か 。 こ の 百 十 三 万 円 ほ ど の 減 額 の 理 由 を

説明していただきたい。  

○議長（野呂日出男君）  

  生涯学習課長。  

○生涯学習課長（森  篤君）  

  お答えします。議員がおっしゃいましたとおり、平成二十八年度において表記しております舞台機器操作業務委

託 料 の 業 務 が 実 施 さ れ な い こ と か ら 変 更 契 約 を い た し ま し て 、 そ の 変 更 減 額 の も の を 今 回 減 額 補 正 し た も の で ご

ざいます。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  ほかにございませんか。浅利 直志君。  

○十三番（浅利直志君）  
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  それで、平成二十九年度も変更し減額するというようなこと、平成二十九年度の予算はどれぐらいを見込んでい

らっしゃるんですか。  

○議長（野呂日出男君）  

  生涯学習課長。  

○生涯学習課長（森  篤君）  

  平成二十九年度につきましては、十一月から文化センターがオープンになることから、その前にその契約を取り

交 わ す こ と に な り ま す 。 金 額 に つ い て は 、 今 年 度 は 月 三 十 万 円 程 度 、 三 十 万 円 以 上 の 契 約 で ご ざ い ま す け れ ど も 、

掛ける五カ月分の金額が予算で計上することになると思います。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  ほかにございませんか。浅利 直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  具体的に工事中だというようなことが主な土台にあるんだと思いますけれども、月三十万円ほどというそのこと

自 体 の 、 こ れ は 法 人 と 契 約 し て い る ん で す か 、 そ れ と も 個 人 に 委 託 し て い る ん で す か 。 ず っ と 続 い て い る よ う に

思われるんですけれども、どういう契約内容でこのようになっているんですか。  

○議長（野呂日出男君）  

  生涯学習課長。  

○生涯学習課長（森  篤君）  

  お答えいたします。平成二十八年度の契約におきましては、合同会社サウンドミックスさんとの契約で行ってお

ります。以上です。  



 - 10 - 

○議長（野呂日出男君）  

  ほかにございませんか。浅利 直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  ページ数は十六ページです。保健衛生費なんですけれども、その中で保健衛生総務費、弘前市二次救急輪番制病

院 運 営 者 負 担 金 二 万 一 千 円 と 尐 し の 増 額 な ん で す け れ ど も 、 こ の 二 次 救 急 輪 番 体 制 も 地 域 の 医 療 体 制 や 安 心 の 地

域 を つ く っ て い く 上 で も 非 常 に 大 事 な も の に な っ て い る ん で す け れ ど も 、 そ も そ も こ の 二 万 一 千 円 の 増 額 に な っ

た理由について明らかにしてほしいと。  

  あわせて、二次輪番体制にも弘前大学の高度救急といいますか、そういうもの が加わるんだというようなことで

そ れ の 負 担 割 合 の 話 も 出 て い た よ う な 話 が あ っ た ん で す け れ ど も 、 そ の 負 担 割 合 と い う か 、 そ の 問 題 は ど う い う

ふうに推移しているのでしょうか。その辺についてお聞きいたします。  

○議長（野呂日出男君）  

  福祉課長。  

○福祉課長（齋藤美津昭君）  

  お答え申し上げます。平成二十八年度の当該運営者負担の割合は、平成二十六年度の実績に基づきまして精算後

に そ れ を 各 市 町 村 、 構 成 市 町 村 に 請 求 す る こ と に な っ て お り ま す 。 ち な み に 、 藤 崎 町 で は 平 成 二 十 六 年 度 で 構 成

市 町 村 全 体 で 一 万 五 千 七 百 一 人 が こ の 制 度 を 利 用 さ れ て お り ま し て 、 そ の う ち 藤 崎 町 で 五 百 十 五 名 の 方 が 利 用 さ

れ た と 。 利 用 率 と い た し ま し て は 、 三 ・ 二 ％ と 。 そ し て 、 四 千 八 百 七 十 二 万 一 千 三 百 三 十 六 円 が こ の 全 体 の 費 用

額 で あ り ま す の で 、 こ れ に 三 ・ 二 八 ％ を 掛 け て 百 五 十 七 万 七 千 円 が 変 更 後 の 請 求 と い う 形 に な り ま し た 。 で す の

で、これをまず補正で計上したものであります。  
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  続きまして、弘大関係のことでありますが、これにつきましては平成二十九年度の予算の中に含まれております

ので、それを何とぞよろしくお願いしたいと思います。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  ほかに質疑はありませんか。佐々木 政美議員。  

○十一番（佐々木政美君）  

  ページ数は十三ページです。食彩ときわ館について、ここで議決するわけですから、これが本当の入り口だと私

は 思 っ て い ま す 。 採 決 す る 前 に 私 は 町 長 の 心 構 え を も う 一 度 伺 っ て お き た い ん で す け れ ど も 、 現 行 の ま ま で 進 め

る気に相違ないですか。どうですか。  

○議長（野呂日出男君）  

  平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  何度も何度も佐々木議員からはこの件についてご質疑いただきました。そして、ご心配もそれこそ相当前からい

た だ い た と こ ろ で ご ざ い ま す 。 就 任 し て 六 年 前 か ら や っ と の 思 い で こ こ ま で 来 た と 、 そ う 思 っ て ご ざ い ま す 。 い

い あ ん ば い に う ち の ほ う の 地 方 創 生 の 中 で の い わ ゆ る 職 員 の 頑 張 り 、 そ し て ま た 、 関 係 す る 部 署 と い う と 内 閣 府

の 中 に い わ ゆ る 地 方 創 生 の 部 署 が あ り ま す け れ ど も 、 あ る い は ま た 、 県 の 総 務 部 の 中 に も ま た 担 当 の 部 署 が あ り

ま す 。 昨 年 の 十 月 の 末 に 地 方 創 生 の 担 当 職 員 が 東 北 六 県 の こ の 拠 点 づ く り に つ い て の ヒ ア リ ン グ に 行 っ た 際 に 、

非 常 に 雇 用 も 生 み 出 せ る し 、 地 域 活 性 化 に つ な が る と い う こ と で お 墨 つ き を 受 け て き た わ け で ご ざ い ま す 。 総 体

的 に は 、 持 続 可 能 な 一 次 産 業 を ず っ と ず っ と こ れ か ら も 振 興 さ せ て い く と い う 第 一 の 趣 旨 を 商 工 関 係 あ る い は 金

融 関 係 、 あ る い は も っ と も っ と Ｊ Ａ 、 農 家 の 方 々 と 連 携 し て オ ー ル 藤 崎 の 体 系 で こ の 拠 点 づ く り を 進 め て い く と
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い う と こ ろ で ご ざ い ま す 。 そ の 運 営 母 体 は 株 式 会 社 と い う 形 に な り ま す け れ ど も 、 今 年 度 中 に は 発 起 人 会 を 設 立

し な が ら 、 次 年 度 の 上 半 期 に は そ の 形 態 を し っ か り つ く っ て オ ー プ ン の 平 成 三 十 年 の 春 先 に は 間 に 合 わ せ た い と

いうところでございます。  

  今、厚労省の実践型の事業も活用しながら、職員を今五人、女性の職員を採用して、どういう加工商品でヒット

商 品 を 目 指 す か と い う ま だ 準 備 段 階 で ご ざ い ま す け れ ど も 、 そ の 辺 も 連 携 を と り な が ら オ ー ル 藤 崎 の 体 制 で あ そ

こ の 拠 点 整 備 を し て 、 な お か つ 、 藤 崎 町 を 県 内 外 に 発 信 し な が ら 究 極 は 一 次 産 業 の 振 興 と 、 そ し て ま た 、 雇 用 を

生 み 出 す と い う こ と で 、 に ぎ わ い を 生 み 出 す と い う こ と で 、 こ れ か ら も ま た 鋭 意 頑 張 っ て い き た い と 、 そ う い う

思いでございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  佐々木政美議員。  

○十一番（佐々木政美君）  

  今、決意のほどをお伺いしました。執行者として町長にも本当、例えば後々マイナスになった場合の責任はもち

ろ ん あ り ま す 。 こ こ で 議 決 し 、 我 々 に も 議 決 権 の あ れ で 責 任 が あ る わ け で す よ 。 そ れ は も ち ろ ん 町 長 は わ か っ て

い る と 思 い ま す け れ ど も 、 私 ら も 本 当 こ こ で 議 決 し て 、 用 意 ド ン で 進 め た 場 合 も 当 然 後 々 に 責 任 は あ る わ け で す

よ。道義的責任ですけれどもね。そこら辺はわきまえていると思うんですけれども、もう一度、再度。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  私も議員の皆さんも町民から選挙で負託を受けて選ばれている、その責任の大小は多尐は違いあれども、町民の
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た め の 議 会 人 で あ る し 理 事 者 で あ る と 私 は そ う 思 っ て ご ざ い ま す 。 で す か ら 、 我 々 の こ の 時 代 に こ の 町 を 将 来 ど

う い う 形 に 持 っ て い く か と い う 議 論 も や っ ぱ り 理 事 者 は 執 行 権 が あ り ま す け れ ど も 、 議 会 人 も ま た 提 言 型 と い う

形 で い ろ い ろ 議 会 で 提 言 し て い た だ い て い る 議 員 も お り ま す け れ ど も 、 そ う い う 思 い で は し っ か り 、 こ こ オ ー プ

ン ま で の 一 年 で 株 式 会 社 の 形 態 、 そ し て ま た 、 出 荷 す る 農 家 の 方 の ス キ ル ア ッ プ 、 そ し て ま た 、 経 営 す る た め の

人 材 育 成 の ス キ ル ア ッ プ な ど 、 総 合 的 に い ろ い ろ な 角 度 か ら 検 証 し な が ら 、 オ ー プ ン が 予 想 さ れ る 四 月 下 旬 頃 に

は 用 意 ド ン を か け て 百 メ ー ト ル ダ ッ シ ュ で 息 を 切 ら さ な い 程 度 に 体 制 を 整 え る と い う こ と で 、 こ れ は 私 も 議 員 の

皆 さ ん も 同 じ 気 持 ち で や っ ぱ り こ の 拠 点 づ く り に 進 む べ き だ と 、 そ う 思 っ て ご ざ い ま す 。 そ う い う こ と で よ ろ し

くご理解のほどお願いしたいと思います。  

○議長（野呂日出男君）  

  ほかに質疑はありませんか。佐々木 政美君。  

○十一番（佐々木政美君）  

  わかりました。私も渋々ながら、町長の今の決意を聞いてわかりました。ありがとうございました。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  関連して十三ページの地方創生推進費についてお聞きいたします。その中の食彩ときわ館増改築備品購入費一千

四 百 六 十 万 円 、 こ れ も そ の 積 算 の 内 容 で す ね 、 前 に も 聞 い た 人 も い る み た い で す け れ ど も 改 め て お 聞 き い た し ま

す。  

○議長（野呂日出男君）  
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  地方創生室長。  

○地方創生推進室長（工藤峰靖君）  

  お答えいたします。食彩ときわ館の増改築の備品の一千四百万円ですけれども、この備品については基本的には

事務室等のデスク等の事務机、事務用品の椅子等の事務に係る備品でございます。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  ほかに。浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  そのほかに、これは補正予算ですので事務経費を主に見て一千四百万円余だというようなことなん ですけれども、

こ れ 以 上 か か る と か と い う よ う な こ と は 今 後 は あ り 得 な い ん で す よ ね 。 そ の 辺 は ど う い う 認 識 な ん で し ょ う か 。

つ ま り 聞 き た い の は 、 事 務 用 品 費 と し て ま た パ ソ コ ン が 必 要 だ と か 、 そ う い う よ う な 意 味 で の 事 務 用 品 費 と し て

追 加 で 必 要 な も の は 出 て こ な い と い う 見 通 し な の か 、 そ の 辺 は ど う い う 見 通 し な の か と い う こ と と 、 そ れ か ら も

う 一 つ は 、 商 売 を や る た め の 備 品 購 入 費 と い う の は 今 後 ど れ く ら い を 見 込 ん で い る の か と い う こ と に つ い て 、 改

めてお聞きいたします。  

○議長（野呂日出男君）  

  地方創生室長。  

○地方創生推進室長（工藤峰靖君 ）  

  お答えいたします。今後、備品等について追加はないのかということなんですけれども、今回この備品を計上す

る際に対しましても鋭意精査しておりますので、今後は追加はないものと考えております。  

  あと、その他についても、加工等に係るものについても再度精査して、いろいろと対応していきたいなと思って
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おります。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  加工については、そうすればこれから運営会社を立ち上げて、社長及び専務、常務といいますか、取締役クラス

の 意 向 、 経 営 戦 略 に よ っ て 決 ま る 、 追 加 さ れ る 可 能 性 も あ る と い う ふ う に 受 け と め ま し た け れ ど も 、 そ れ で こ の

い わ ゆ る 工 事 を し て い く と い う 、 六 億 二 千 万 円 ほ ど 、 そ の こ と に つ い て は で き る ん だ ろ う と 思 う ん で す 。 先 ほ ど

町 長 も 言 っ た よ う に 、 発 起 人 会 を 立 ち 上 げ て 、 発 起 人 会 も そ れ は 立 ち 上 が る と 思 う ん で す 。 今 ま で の 信 頼 関 係 が

そ れ な り に あ り ま す か ら 。 で も 、 そ れ を 運 営 と い う か 、 店 長 さ ん 、 そ れ か ら そ の 販 売 を 促 進 し て い く ス タ ッ フ と

い い ま す か 、 そ の 辺 は ど う い う ふ う な と こ ろ か ら 町 長 と し て は 考 え て い ら っ し ゃ る か 。 つ ま り 、 ヘ ッ ド ハ ン テ ィ

ン グ と い い ま す か 、 実 績 の あ る 人 を ス カ ウ ト し て ま で も や る ん だ と か 、 あ る い は 基 本 的 に そ う い う 雇 用 の 問 題 を

職 安 に も ち ゃ ん と 届 け て く だ さ い よ と い う 、 何 だ 、 補 助 金 を 受 け る に 当 た っ て の 要 項 み た い な も の も あ る ん だ ろ

う と 思 う の で 、 そ の 辺 の 店 長 ク ラ ス と い い ま す か 、 そ う い う も の に つ い て ど う い う お 考 え を お 持 ち な の か 、 こ の

経 営 の 安 定 を ど う い う ふ う に 担 保 す る の か と い う こ と が 最 大 の 第 三 セ ク タ ー を や っ て い く 場 合 の テ ー マ な わ け で

あ り ま す 。 赤 字 だ か ら ま た 追 加 だ 、 追 加 だ と い う の で あ れ ば 出 荷 す る 人 に も 町 民 に も 負 担 を か け る と い う こ と な

ので、その辺の基本的な目鼻、考え方、取り組み方を お聞きいたします。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  
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  赤字赤字の話をしましたけれども、先般それこそ直売所の会の説明会の中でも六十五、六歳ぐらいの会員の方が、

女 の 方 で ご ざ い ま す 。 「 町 長 さ ん 、 こ れ は 株 式 会 社 に な っ て 例 え ば 赤 字 が 出 た と き に は 、 我 々 一 会 員 も 負 担 し な

け れ ば い け な い の か 」 と い う 本 当 に 素 朴 な 質 問 も さ れ た 方 も ご ざ い ま す 。 そ の と き は 私 は こ う 答 え ま し た 。 「 赤

字 に な ら な い よ う に 今 、 精 査 、 努 力 し て 、 人 材 育 成 も 六 次 化 産 業 も 積 み 上 げ て 今 そ れ に 入 っ て い る 」 と 。 「 そ ん

な 細 か い こ と も 私 は 心 配 を し て ほ し く な い し 、 そ う な っ た 場 合 で も 皆 さ ん に 負 担 を か け る こ と は な い 」 と い う よ

うなお話をさせていただきました。まずその点をご理解していただきたいと、そう思ってございます。  

  さて、いわゆる株式会社設立後のその館長並びにいろいろな意味での各ポジションのリーダーというお話でござ

い ま し た け れ ど も 、 私 は 直 売 部 門 に 関 し て は 、 今 ま で の 経 験 を 生 か し て 直 売 所 の 今 の 組 合 の 中 で け ん け ん が く が

く 議 論 し て で も 、 こ の 人 に は 託 せ る と い う 人 を ま ず 推 挙 し て い た だ き た い と 、 そ う 思 っ て ご ざ い ま す 。 そ し て 、

レ ス ト ラ ン 部 門 に つ い て は 、 今 、 産 業 創 造 会 議 の 五 人 の 女 性 の 方 が ご ざ い ま す け れ ど も 、 こ の こ と に つ い て も そ

の 人 た ち の い わ ゆ る 経 験 を 交 え な が ら 、 あ る い は ま た 、 レ ス ト ラ ン と い う と 調 理 師 の 免 許 も な け れ ば な ら な い わ

け で す よ ね 。 で す か ら 、 館 長 、 レ ス ト ラ ン 部 門 の リ ー ダ ー 、 そ し て 六 次 化 産 業 の リ ー ダ ー に つ い て は 、 私 個 人 的

に は 公 募 と い う 考 え 方 を し て い ま す 。 年 度 あ け た ら 広 く 県 外 も ひ っ く る め て 公 募 し た い と 。 そ れ で も し 公 募 が な

か っ た ら 、 そ の リ ミ ッ ト を 盆 の あ た り ま で 決 め て 、 盆 前 に ま で リ ミ ッ ト を 決 め て 、 そ れ で な か っ た ら 今 度 は ヘ ッ

ド ハ ン テ ィ ン グ に 動 か ざ る を 得 な い だ ろ う と 。 そ う い う 思 い で 二 段 構 え で 今 準 備 し て い る と こ ろ で も ご ざ い ま

す。  

  ですから、経営体の中身、議員の皆さんも非常に苦にしているようでございますけれども、私はそんなに苦にし

て い な い で す ね 。 オ ー ル 藤 崎 の 体 制 で や っ て 、 あ と 一 年 を か け て 人 材 育 成 を し て 、 し っ か り し た 戦 略 を 練 っ て ス

タ ー ト す る と い う こ と で ご ざ い ま す の で 、 今 後 そ の 都 度 そ の 都 度 皆 さ ん に は 報 告 さ せ て い た だ き た い と 思 い ま
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す。以上であります。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  協議会の中で横山議員も聞いておったんですけれども、最大のい わゆる人件費を賄うだけの売り上げなり、そう

い う も の が 出 る の か ど う か と い う よ う な こ と の 不 安 が 私 に も あ る わ け で あ り ま す 。 そ れ で 、 そ れ は こ れ か ら だ と

い う こ と な ん で し ょ う け れ ど も 、 町 長 は そ の と き に 三 年 程 度 あ る い は 三 年 か ら 五 年 程 度 と い う か 、 そ う い う 中 で

町 の 負 担 も 減 ら す よ う な 方 向 も 検 討 し て み た い と い う よ う な お 話 を し て お っ た よ う に 記 憶 し て お る の で す け れ ど

も、その考えには変わりはないんでしょうか。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  今 ま で も 町 主 導 で こ の 計 画 は 積 み 上 げ て き ま し た 。 私 は 、 例 え ば 次 年 度 用 意 ド ン で ス タ ー ト し た 株 式 会 社 で も

百 ％ そ れ か ら 撤 退 す る と い う 考 え 方 は ご ざ い ま せ ん 。 二 、 三 年 は 軌 道 に 乗 せ る た め に は や っ ぱ り 町 が い ろ い ろ な

団 体 と 協 調 し な が ら 、 リ ー ダ ー シ ッ プ は や っ ぱ り 行 政 が と る べ き だ と 、 そ う 思 っ て ご ざ い ま す 。 よ っ て 、 あ の 拠

点 が で き て も 町 を 発 信 す る よ う な コ ン シ ェ ル ジ ュ 、 観 光 に つ な げ る よ う な そ の 職 員 の ス タ ッ フ の 配 置 と か 、 こ れ

は 町 が 責 任 を 持 っ て 人 材 も 確 保 し な が ら 、 そ れ に か か る 費 用 に つ い て は 委 託 料 に な る か 、 職 員 を 派 遣 す る 、 町 が

雇 用 し て 派 遣 す る か 、 そ の 辺 は 今 後 の 取 り 組 み に な り ま す け れ ど も 、 そ の 辺 も ひ っ く る め て 次 年 度 の 上 半 期 で 大

体まとめて、九月の議会のあたりには全協で皆さんに報告できると、そう思ってございます。  
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○議長（野呂日出男君）  

  ほかにございませんか。浅利 直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  町が雇用してというのは、この場合、会社を別に組織してやるわけですから、そこの自主性なりが、あるいは自

立 的 な 経 営 が 成 り 立 つ よ う に 助 成 す る の が 基 本 な ん だ ろ う と 思 い ま す 。 そ の た め に 出 資 金 も 出 し て 、 あ る い は ま

た 、 そ う い う よ う な さ ま ざ ま の 施 策 を こ の こ と に つ い て は や っ て い く わ け で す け れ ど も 、 職 員 を 派 遣 す る と か そ

ういうことだけはやめていただきたいということをはっきり申し上げておきたいと思います。  

  それと、質問ですけれども、食彩ときわ館排水設備工事四千八百六十万円ほどというふうになって、この設計監

理 業 務 委 託 料 の 一 千 九 百 七 十 万 円 、 二 千 万 円 ほ ど と い う ふ う に 、 何 か す ご く 大 き く 、 工 事 費 の 半 分 近 く 、 四 十 ％

も か か る と い う 設 計 と い う の は 一 体 ど う い う 設 計 な ん だ ろ う と 。 基 本 的 な 方 向 と し て は 、 水 木 の 集 排 の ほ う に 国

道 を ま た い で 管 を つ な ぐ ん だ と い う こ と の 説 明 を 受 け た ん で す け れ ど も 、 こ の 実 施 設 計 と 監 理 業 務 の 一 千 九 百 七

十 万 円 の 内 訳 は ど う い う ふ う に な っ て い ら っ し ゃ る ん で し ょ う か と い う こ と と 、 普 通 に 考 え れ ば 工 事 費 に 比 し て

実に高いんじゃないかなという、その辺はどういうお考えなんでしょうか。  

○議長（野呂日出男君）  

  創生室長。  

○地方創生推進室長（工藤峰靖君）  

  お答えいたします。この実施設計の金額の件なんですけれども、今、浅利議員がおっしゃるとおり実施設計と監

理 料 の 合 計 の 金 額 で ご ざ い ま す 。 一 応 我 々 の ほ う と す れ ば 、 実 施 設 計 で 約 一 千 四 百 万 円 ほ ど 、 監 理 料 で 大 体 五 百

七十万円ほどを考えております。  
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  あと、基本的にこちらのほうも今、浅利議員がおっしゃい ましたように、水木の集排施設のほうに下水道をつな

ぐ と い う 工 事 で す の で 、 基 本 的 に は 常 任 委 員 会 で も 説 明 し た と お り 、 国 道 を 横 断 す る 推 進 工 法 を 活 用 す る 工 法 で

考えております。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  これで質疑を終結いたします。  

  これから討論を行います。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。  

  これから議案第十四号を採決いたします。議案第十四号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、議案第十四 号は原案のとおり可決されました。  

  日程第十九、議案第十五号平成二十八年度藤崎町国民健康保険（事業勘定）特別会計補正予算（第四回）案を議

題といたします。  

  これから質疑を行います。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。  

  これから討論を行います。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。  

  これから議案第十五号を採決いたします。議案第十五号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、議案第十五号は原案 のとおり可決されました。  

  日程第二十、議案第十六号平成二十八年度藤崎町後期高齢者医療特別会計補正予算（第三回）案を議題といたし
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ます。  

  これから質疑を行います。（「なし」の声あり）質疑 なしと認めます。  

  これから討論を行います。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。  

  これから議案第十六号を採決いたします。議案第十六号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、議案第十六号は原案のとおり可決されま した。  

  日程第二十一、議案第十七号平成二十八年度藤崎町介護保険（事業勘定）特別会計補正予算（第四回）案を議題

といたします。  

  これから質疑を行います。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。  

  これから討論を行います。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。  

  これから議案第十七号を採決いたします。議案第十七号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、議案第十七号は原案のとおり可決されました。  

  日程第二十二、議案第十八号平成二十八年度藤崎町水道事業会計補正予算（第四回）案を議題といたします。  

  これから質疑を行います。（「なし」の声あり）質疑なしと 認めます。  

  これから討論を行います。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。  

  これから議案第十八号を採決いたします。議案第十八号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。  



 - 21 - 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、議案第十八号は原案のとおり可決されました。  

  日程第二十三、議案第十九号平成二十八年度藤崎町下水道事業会計補正予算（第四回）案を議題といたします。  

  これから質疑を行います。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。  

  これから討論を行います。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。  

  これから議案第十九号を採決いたします。議案第十九号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、議案第十九号は原案のとおり可決されました。  

  日程第二十四、予算特別委員会報告を議題といたしま す。  

  お諮りいたします。本件は議員全員で構成する予算特別委員会の審査であり、委員長から報告書が提出され、お

手 元 に 配 付 し て お る と お り で あ り ま す 。 委 員 長 報 告 は 会 議 規 則 第 三 十 九 条 第 三 項 の 規 定 に よ り 省 略 い た し た い と

思いますが、ご異議ありませんか。  

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、委員長報告は省略することに決定しました。  

  次に、平成二十九年度各会計予算の議案第二十号から議案第二十五号までは、議員全員による予算特別委員会で

審議いたしましたので、説明、質疑及び討論を省略し、採決いたします。  
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  暫時休憩いたします。  

休  憩  午前十時三十八分  

                                                   

再  開  午前十時三十八分  

○議長（野呂日出男君）  

  会議を再開いたします。  

  日程第二十五、議案第二十号平成二十九年度藤崎町一般会計予算案を議題といたします。  

  お諮りいたします。本案に対する委員長報告は原案可決です。本案は委員長報告のとおり決することにご異議あ

りませんか。  

     〔「異議あり」「異議なし 」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議がありますので、討論を行います。  

  まず、本案に反対者の討論を行います。浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  平成二十九年度予算は歳出総額で七十六億九千八百万円余の予算であり、 町民の暮らしや 福祉、教育、そして子

供の医療費無料化実施についても必要なものであります。予算編成に当たった皆さんに感謝を申し上げます。  

  しかしながら、賛成できないその理由の一つは、個人番号制度の整備委託料一千七百四十九万円 の計上の問題で

あ り ま す 。 さ ら に は 、 個 人 番 号 制 度 の 範 囲 を 広 げ る べ き で は な い と い う 理 由 や 、 あ る い は ま た 、 今 後 の 管 理 コ ス

トを考えると効果が限定的であるというふうなことであります。  
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  二つ目は、原子力施設立地対策事業費用二千百万円ほどを活用しておるわけでありますけれども、原発に依存し

な い 財 政 に 切 り か わ る べ き で あ り 、 ま た 、 福 島 の 事 故 の 賠 償 と 廃 炉 事 業 に こ そ 日 本 を 挙 げ て 振 り 向 け る べ き だ と

いうことから、賛成できません。  

  三つ目であります。三つ目は、南黒地方福祉事務組合の負担金一千三百六十万円ほどが計上されていますが、内

容 的 に は も み じ 学 園 や 青 葉 寮 の 民 間 移 譲 を 伴 う も の で あ り 、 私 は 公 的 責 任 を 果 た し て い く 運 営 形 態 を 模 索 す べ き

だという理由で、この点についても賛同できません。  

  四つ目ですけれども、パート職員の待遇改善や、あるいはまた、削減されなくなった修学旅行助成費も額は尐な

くても維持すべきだというような点から、本予算に賛成できないということであります。  

○議長（野呂日出男君）  

  次に、本案に賛成者の発言を許します。奈良完治君。  

○三番（奈良完治君）  

  本案に賛成するものであります。  

  平成二十九年度予算案は、歳入において地方交付税で前年比一・七％、金額にして五千三百万円ほど の減額が予

想 さ れ る 中 、 町 民 へ の 福 祉 事 業 な ど を 維 持 し な が ら 、 町 発 展 の た め に 農 業 振 興 、 定 住 促 進 、 子 育 て 支 援 な ど の 施

策 を 予 算 措 置 し た も の で あ る と 思 い ま す 。 特 に 、 町 子 育 て 世 帯 定 住 促 進 事 業 補 助 金 に 二 百 七 十 六 万 円 、 若 者 移 住

住 ま い づ く り 補 助 金 に 一 千 万 円 、 子 育 て 支 援 プ レ ミ ア ム 付 商 品 券 発 行 に 二 百 十 万 円 と 、 積 極 的 に 措 置 し 、 そ し て

中 学 生 ま で の 医 療 費 補 助 の 所 得 制 限 撤 廃 も 引 き 続 き 実 施 と 、 人 口 減 尐 対 策 と し て の 子 育 て し や す い 環 境 の 整 備 に

重 点 を 置 い た め り 張 り あ る 予 算 で あ る と 思 い ま す 。 ま た 、 教 育 振 興 対 策 と し て 、 国 際 感 覚 を 身 に つ け た 人 材 育 成

の 一 助 と し て 四 百 二 十 六 万 九 千 円 を 予 算 措 置 し 、 中 学 生 海 外 派 遣 事 業 を 実 施 す る こ と 、 こ れ ら を 考 え 合 わ せ 、 平
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成二十九年度藤崎町一般会計予算案に賛成するものであります。  

○議長（野呂日出男君）  

  ほかに討論はありませんか。（「なし」の声あり）これで討論を終わります。  

  これから議案第二十号を採決いたします。この採決は起立によって行います。議案第二十号に賛成の方は起立を

願います。  

     〔賛成者起立〕  

○議長（野呂日出男君）  

  賛成多数であります。よって、議案第二十号は原案のとおり可決されました。  

  日程第二十六、議案第二十一号平成二十九年度藤崎町国民健康保険（事業勘定）特別会計予算案を議題といたし

ます。  

  お諮りいたします。本案に対する委員長報告は原案可決です。本案は委員長報告のとおり決することにご異議あ

りませんか。  

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。  

  日程第二十七、議案第二十二号平成二十九年度藤崎町後期高齢者医療特別会計予算案を議題といたします。  

  お諮りいたします。本案に対する委員長報告は原案可決です。 本案は委員長報告のとおり決することにご異議あ

りませんか。  

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  
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○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。  

  日程第二十八、議案第二十三号平成二十九年度藤崎町介護保険（事業勘定）特別会計予算案を議題といたします。  

  お諮りいたします。本案に対する委員長報告は原案可決です。本案は委員長報告のとおり決することにご異議あ

りませんか。  

     〔「異議あり」「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議がありますので、討論を行います。  

  まず、本案に反対者の討論を許します。浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  平成二十九年度の介護保険特別会計は総額で十七億六千万円余であります。地域全体と町における介護の施策を

進めていく上では必要な予算であります。しかしながら、以下の理由で賛成同意できません。  

  その理由の第一は、本特別会計の土台となっている介護保険制度の変更、私に言わせれば緊縮政策に同意できな

い か ら で あ り ま す 。 特 養 入 所 者 の 介 護 度 三 以 上 の 入 所 制 限 や 介 護 報 酬 の 引 き 下 げ 、 そ し て 要 支 援 事 業 を 市 町 村 の

総 合 事 業 と し て い く こ と な ど で あ り ま す 。 こ れ は 結 局 、 介 護 事 業 の 自 治 体 間 格 差 を さ ら に 広 げ る も の で あ り ま す 。

また、内閣が打ち出している介護離職ゼロを妨げる結果になるだろうというふうに私は思うからであります。  

  いま一つの理由は、国の国庫負担率を国の財政的責任で五％程度直ちに引き上げる措置をとるべき必要があると

判 断 す る か ら で あ り ま す 。 第 三 段 階 ま で の 保 険 料 の 負 担 の 軽 減 措 置 を 消 費 税 の 十 ％ 増 税 前 で も 実 施 す べ き で あ り

ま す 。 特 に 国 民 年 金 だ け の 受 給 者 等 は 限 界 を 超 え て い る だ け で は な く て 、 国 庫 で 負 担 を す べ き で あ り ま す 。 消 費
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税 増 税 頼 み で 確 た る 見 通 し も 現 在 な い 状 況 で あ り ま す け れ ど も 、 国 庫 負 担 率 を 引 き 上 げ る べ き だ と い う よ う な 観

点から、本介護保険特別会計に賛成できません。  

○議長（野呂日出男君）  

  次に、原案に賛成者の発言を許します。阿部 祐己君。  

○一番（阿部祐己君）  

  私は、この藤崎町介護 保険（事業勘定）特別会計予算案に賛成するものであります。  

  介護保険事業計画は三年ごとに計画が策定され、第六期の今期は高齢者が住みなれた地域で自立した生活が送れ

る よ う 実 施 さ れ て い る も の で あ り ま す 。 今 回 の 予 算 案 は 、 介 護 保 険 法 に の っ と り 保 険 料 や 給 付 費 が 算 定 さ れ 、 特

に給付費は抑制傾向となり良好と思われますことから、この予算案に賛成するものであります。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  ほかに討論はありませんか。（「なし」の声あり）これで討論を終わります。  

  これから議案第二十三号を採決いたします。この採決は起立によって行います。議案第二十三号に賛成の方は起

立を願います。  

     〔賛成者起立〕  

○議長（野呂日出男君）  

  起立多数であります。よって、議案第二十三号は原案のとおり可決されました。  

  日程第二十九、議案第二十四号平成二十九年度藤崎町水道事業会計予算案 を議題といたします。  

  お諮りいたします。本案に対する委員長報告は原案可決です。本案は委員長報告のとおり決することにご異議あ

りませんか。  
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     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。  

  日程第三十、議案第二十五号平成二十九年度藤崎町下水道事業会計予算案を議題といたします。  

  お諮りいたします。本案に対する委員長報告は原案可決です。本案は委員長報告のとおり決することにご異議あ

りませんか。  

     〔「異議なし」と呼ぶ 者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。  

  日程第三十一、議会運営委員会の閉会中の所管事務調査の件を議題といたします。  

  お諮りいたします。議会運営委員長から、会議規則第七十二条の規定により、お手元に配付しておりますとおり

所管事務調査のため閉会中の継続調査の申し出がありますが、これにご異議ありませんか。  

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、申し出のとおり決定いたしました。  

  日程第三十二、常任委員会の閉会中の所管事務調査の件を議題といたします。  

  お諮りいたします。各常任委員長から、会議規則第七十二条の規定により、お手元に配付しておりますとおり所

管事務調査のため閉会中の継続調査の申し出がありますが、これにご異議ありませんか。  

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  
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○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、それぞれの申し出のとおり決定いたしました。  

  これをもって本定例会の会議に付議された事件の審議 は全て終了いたしました。  

  これにて本日の会議を閉じます。  

  よって、平成二十九年第一回藤崎町議会定例会を閉会いたします。  

  ご苦労さまでした。  

閉  会  午前十時五十二分  

                                                   



 - 29 - 

地方自治法第百二十三条の規定により、ここに署名する。  
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